










「高等教育」と「大学」はどのように異なるのか。高等
教育とは何か解説されています。「自らの大学の置かれ
た立場と今後の対応を考えること」ができるようにな
ることを目指します。

大学評価は何のために行われるのか。大学評価が導入
された背景は何か。国内外の背景や目的が解説されて
います。PDCAサイクルを機能させるための条件につ
いても考察されています。

青年期の発達課題とは何か。青年期における葛藤の理
解の仕方についての解説を受け、青年期の教育につい
て発達的視点から考えていきます。

発達障害の一つであるアスペルガー症候群の歴史と現
状について学びます。アスペルガー症候群のある学生
への学びの支援について理解を深めます。

研究者が留意すべき表現上・演出上の注意点が解説さ
れ、アウトリーチ活動を効果的に実行できるようにな
るヒントをどのようにして見つけるか紹介されています。

大学管理運営において教職員が果たすべき役割とは何
か。大学の使命と教職員の役割を考える際に、大学の
ミッションから教職員個人のレベルまで連動しているこ
とが解説されています。

急速に進展している大学改革が、大学管理運営にとっ
てどのような意味を持つのか。「大学教職員として、新
たな状況に応じ管理運営上の適切な判断ができる能
力」を養うことを目標としています。

アクティブ・ラーニングを実現するために提示された理
論のうち、実践に資すると思われるものが紹介されて
います。「アクティブ・ラーニングを目指す授業をデザ
インできる」ことを目標としています。

授業におけるコミュニケーションの差で授業効果が異
なります。なぜ双方向型授業がよいのか。双方向型授
業の具体的な例をあげながら説明されています。

著作権法の原則を知識として学ぶとともに、著作権法
を遵守しながら学習教材をどのように作成することが
望ましいのかについての方法論も学びます。

授業評価に関して先進国である米国の例を題材に、どの
ような因子がどのように影響するか学びます。また授
業評価に関して、日本の学生の意見も紹介されています。

「カリキュラムや授業の設計において、学習成果を明確
にし、適切に到達目標（行動目標）を設定することがで
きる」ことを目指し、行動目標に即した成績評価につ
いて考えていきます。






